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なぜ、備えなければならないのか？

•広島のみなさんにも大いに関係あるから

日本全体にも大いにかかわりがある

世界全体にもかかわりがある

「今日までそして明日から」(吉田拓郎）
は、今後どのようになるのか？



最近のニュース
北海道の赤潮被害の報告2021.10

•道東の漁業に大きな打撃

•これまでにないプランクトンの発生

•気候変動とのかかわりは？

•ウニやサケが大量死



TOPICS

1. 気候変動への対応がどこでも必要になってきた

２. 緩和と適応

３. 分野ごとの影響・適応

3気候変動影響と適応



⚫世界経済フォーラムの報告書で、
「気候行動の緩和・適応の失敗」は
影響の大きいリスク・発生確率の高い
リスクのともに第2位、 「異常気象」
は発生確率の高いリスクの第1位に
挙げられた。他の環境分野のリスクも
上位を占めている。

グローバルリスク 2021

高まる気候変動リスクの

認識

発生確率

影
響
度

グローバルリスクの起こりやすさと影響の認識（2021年現在）

気候変動の緩和
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出典：世界経済フォーラム
(2021)「グローバルリスク報告書
2021年版」
http://www3.weforum.or
g/docs/WEF_The_Global_
Risks_Report_2021.pdf

大量破壊兵器



カナダで49.5度、3日連続で観測史上最高気
温更新2021年6月30日 9:51（BBC）

CNN 

記録的熱波のカナダ西部州、４日間で２３０人以上死亡

WMO ツイッター
北西アメリカ、西カナダで熱波
6/30
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オーストラリアの乾燥化と大規模火災２０１９ 6



インドネシアの洪水
インドーヒマラヤの氷河の崩壊と洪水
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Indonesia – Floods Worsen in Greater Jakarta Region,
インドネシアの洪水が悪化
2021年2/22 5人の死者が報告され、3万人が避難

Devastating Flood in Himalayas Highlights risks of
development in the Era of climate change
ヒマラヤの大洪水は気候変動時代の
開発のリスクを浮き彫りにする



北極海での海氷面積
(最小値）
NASA
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• Unusually high temperatures 
caused by global warming 
observed in Russia‘s Sakha 
Republic (northeastern 
Russia) increase the risk of 
exposing the remains of 
anthrax-infected(炭疽菌感染）
animals and releasing 
dangerous ancient bacteria 
lying in the region's 
permafrost. Alexander 
Fedorov, deputy director of 
the Institute of Permafrost 
Research at the Russian 
Academy of Sciences, told 
Sputnik.

Thawing of the frozen soil by climate change 
will bring back old pathogens
（気候変動で凍土が解けて古代細菌が出現）

スペイン風邪、天然痘、、、
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ドミノ倒しのように
温暖化が加速する？
不安定な？地球のシステム

気候変動の不安定性の指摘

Steffen, W., Rockström, et al. (2018) Trajectories of the 
Earth System in the Anthropocene. Proceedings of the 
National Academy of Sciences (USA), 

1
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令和２年７月の豪雨による日本の被害

【人的被害の状況】

死者 行方不明者
負傷者

重症 軽傷

全国計 84 2 23 54

球磨川氾濫による冠水
（熊本県人吉市）

【住家被害の状況】

全壊 半壊 一部破損 床上浸水 床下浸水

全国計 1,621 4,504 3,503 1,681 5,290

【河川の堤防決壊等】
球磨川・筑後川等（九州地方）、飛騨川等（岐阜県）、
江の川（島根県）等

※2021年1月7日14時現在（内閣府）

西日本の広い地域で1000mm超、
長野・高知では2000mm超も観測

土砂崩れ（広島県広島市安芸区）

※2021年1月7日14時現在（内閣府）

7月3日(金)以降、日本付近に停滞した前線の影響で、広い範囲で大雨となった。今回の大雨では、線状降水帯が複数の地域で局地的・
集中的に長時間継続したことなどにより大河川を含む多くの河川で氾濫が発生、土砂災害も多発したなど広い範囲で顕著な被害をもた
らした極めて特異な豪雨となった。

出典：気象庁 令和２年７月豪雨の事例における雨量等の予測と実際の状況等について（速報）、国土交通省中国地方整備局 平成30年7月豪雨 ～中国地方整備局 災害対応の記録～（土砂崩れの図） 、内閣府 令和２年７月豪雨に
よる被害状況等について（令和3年1月7日14時00分現在）、防災科研 令和2年7月豪雨による熊本県人吉市および球磨村渡地区の洪水被害の特徴（洪水被害の図）

洪水被害（熊本県球磨村渡地区）

【降水の状況】

1
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世界における年平均気温の上昇

• 1891年の統計開始以降、2016年を上回り最も高い値

出典：気象庁HP 世界の年平均気温（http://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/an_wld.html）

世界全体で暑かった年

①2020年（+0.47℃）
②2016年（+0.45℃）
③2019年（+0.42℃）
④2015年（+0.42℃）
⑤2017年（+0.38℃）

年平均気温は
100年あたり約0.75℃の割合で上昇 細線（黒）：各年の平均気温の基準値※からの偏差

― 太線（青）：偏差の5年移動平均
― 直線（赤）：長期的な変化傾向

※基準値は1981〜2010年の30年平均値

世界の年平均気温偏差
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日本の観測結果：平均気温・大雨の回数

• 年平均気温は、100年あたり1.24℃の割合で上昇

• 年降水量は、短時間強雨や大雨の発生が増加している一方、降水日数が減少する傾向

出典：環境省 気候変動の観測・予測・影響評価に関する統合レポート2018～日本の気候変動とその影響～ (https://www.env.go.jp/press/105129.html)
（左図）気象庁 日本の年平均気温（http://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/an_jpn.html）
(右図）気象庁 気候変動監視レポート2017 (https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/monitor/index.html)、全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイト (https://www.jccca.org/chart/chart06_05.html)

大雨の年間観測回数日本の年平均気温偏差の経年変化
（1898〜2019年）

※大雨…日降水量400㎜以上
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日本の観測結果：真夏日・猛暑日

• 統計期間1910～2019年における、日最高気温が30℃以上の真夏日、35℃以上の
猛暑日の年間日数はともに増加

• 真夏日は100年あたり6日増加、猛暑日は1.8日増加

出典：（左図・右図）気象庁 大雨や猛暑日など（極端現象）のこれまでの変化（https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/extreme/extreme_p.html）

※1地点あたりの年間日数。棒グラフは各年の値、青線は5年移動平均、赤線は期間にわたる変化傾向を示す。

〔全国13地点平均〕真夏日の年間日数 〔全国13地点平均〕猛暑日の年間日数
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※国内51 地点の出現日数から求めた1 地点あたりの年間日数(1901～2020年)
棒グラフは各年の値、青線は5年移動平均、赤線は対象期間にわたる変化傾向を示す

日本の観測結果：無降水日

• 日降水量1.0㎜以上の日数は減少、無降水日が増加

• 大雨の頻度が増加している一方で、降水日数は減少

日降水量1.0㎜ 以上の年間日数の経年変化

出典：（図）気象庁 大雨や猛暑日など（極端現象）のこれまでの変化（https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/extreme/extreme_p.html）
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2016 20182015

「気候変動の影響への
適応計画」 策定

12月1日
「気候変動適応法」施行

IPCC

1988 1992

「気候変動枠組み条約」採択

1997

COP3
「京都議定書」採択

COP21
パリ協定合意

2008-2012 2019 2020

京都議定書
第一約束期間

パリ協定による
削減開始

1998

「地球温暖化
対策推進法」

「地球温暖化
対策計画」

2030

26％削減目標緩和策

適応策

【気候変動に関する動き】

対策の両輪
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気候変動対策とは？適応ってなんだろう

「緩和」mitigation 「適応」Adaptation

影響 影響
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適応の性質① 気候変動の「緩和」策と「適応」策の関係

〇緩和策により起こる気候変動に差がある 適応すべき大きさに差

温室効果
ガス削減
シナリオ
４種

〇パリ協定下でも最低でも１度Cの将来の気温上昇

〇RCP8.5（積極的には温室効果ガス削減をしないケース）では、

パリ協定の基準

IPCC報告書

ポイント！

適応が必要

適応が現実ではない
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（参考）RCPシナリオにおける温室効果ガス排出量の推移

出典：The RCP greenhouse gas concentrations and their extensions from 1765 to 2300 (Meinshausen et.al, 2011)

温室効果ガスの総排出量
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⚫ 人為的な二酸化炭素
の排出量をほぼゼロ
にしない限り上昇は
止まらない。

二酸化炭素の大気中の収支

化石燃料等 86％
土地利用変化 14％

陸上植物吸収 -31％
海洋吸収 -28％

大気中蓄積量 46％

46％削減すれば良い？！

＝いやそうではない！
これまで、常に排出量の
おおよそ半分くらいが残る
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１．５度目標

2度目標

ここ10年が勝負になるだろう
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The 2020 projection is based on preliminary data and modelling, and is the median of the four studies.
Source: CDIAC; Friedlingstein et al 2020; Global Carbon Budget 2020

グローバルな化石燃料起源 CO2 排出量-COVID19の影響は少し

Uncertainty is ±5% for 
one standard deviation 

(IPCC “likely” range)

Global fossil CO2 emissions: 36.4 ± 2 GtCO2 in 2019, 61% over 1990

Projection for 2020: 34.1 ± 2 GtCO2, about 7% lower than 2019
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https://energy.appstate.edu/research/work-areas/cdiac-appstate
https://doi.org/10.5194/essd-12-3269-2020
http://www.globalcarbonproject.org/carbonbudget/


トップの国々: 化石燃料起源 CO2放出量変化

The top six emitters in 2019 covered 65% of global emissions
China 28%, United States 15%, EU27 8%, India 7%, Russia 5%, and Japan 3%

Bunker fuels, used for international transport, are 3.5% of global emissions.
Source: CDIAC; Peters et al 2019; Friedlingstein et al 2020; Global Carbon Budget 2020
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https://energy.appstate.edu/research/work-areas/cdiac-appstate
https://doi.org/10.1038/s41558-019-0659-6
https://doi.org/10.5194/essd-12-3269-2020
http://www.globalcarbonproject.org/carbonbudget/


算定：国立環境研究所

温室効果ガスインベントリー

オフィス

発表：環境省 2021.4
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2021・6
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適応について考えよう

気
候
変
動
に
備
え
よ

告
告

一
、
今
後

気
候
変
動
に

備
え
る
こ
と
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気
候
変
動
適
応
法

•

国
は
適
応
の
指
針
を
示
す
べ
し

•

自
治
体
は
、
適
応
計
画
を
作
る

べ
し

•

事
業
者
は
自
治
体
に
協
力
す
べ

し

•

個
人
は
自
治
体
に
協
力
す
べ
し

な
お
、

国
立
環
境
研
究
所
は
科
学
的
知
見

を
収
集
分
析
し
、
自
治
体
を
支
援

す
べ
し

自
治
体
は
地
域
適
応
セ
ン
タ
ー
を

作
り
知
見
を
収
集
し
施
策
に
生
か

す
べ
し

二
千
十
八
年
十
二
月
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①農林
水産業

②水環境
水資源

③自然
生態系

④自然災害

⑥健康

⑤産業
経済活動

⑦国民生活

気候変動影響や適応の7つの分類

塩水遡上



2~3℃上昇

1~2℃上昇

4~5℃上昇

5℃以上

将来の気温上昇予測例

RCP2.6 RCP8.5
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日本の将来予測：真夏日・猛暑日(35度C以上）

• 21世紀末の真夏日の年間日数は、全国
的に増加すると予測。西日本や沖縄・奄
（RCP8.5）は年間68～87日程度増加
の予測

• 21世紀末の猛暑日年間日数は、RCP8.5
では全国的に大幅に増加。特に沖縄・奄美
では年間54日程度増加の予測

出典：環境省 気候変動の観測・予測・影響評価に関する統合レポート2018～日本の気候
変動とその影響～ (https://www.env.go.jp/press/105129.html)

（左表）環境省・気象庁 21 世紀末における日本の気候
(http://www.env.go.jp/earth/ondanka/pamph_tekiou/2015/index.html) を
基に国立環境研究所が作成

（図）気象庁 日本の気候変動2020（詳細版）
(https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ccj/2020/pdf/cc2020_shousai.pdf)
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日本の将来予測：短時間強雨

• 21世紀末におけるRCP2.6、RCP8.5 シナリオを用いた予測では、バケツをひっくり返したように降る雨

（1時間降水量30㎜以上）及び滝のように降る雨（1時間降水量50㎜以上）の短時間強雨の発生

回数は、すべての地域で有意に増加すると予測

出典：気象庁 日本の気候変動2020（詳細版） (https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ccj/2020/pdf/cc2020_shousai.pdf)

1時間降水量が50㎜以上の
1地点あたり年間発生回数の変化

1時間降水量が30㎜以上の
1地点あたり年間発生回数の変化

灰色が20世紀末、
青と赤が21世紀末
（それぞれRCP2.6、
RCP8.5）に対応

凡例

(単位:日) (単位:日)
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将来の熱中症搬送者数予測（MIROC5）
（基準期間1981-2000年との差）

RCP2.6 RCP8.5

RCP2.6 RCP8.5





砂浜消失率
RCP2.6
21世紀末



気候が変わると各種の影響がでる

影響は地域ごとに違いがある＝地理的風土的な違い

適応計画＝＞基本的には地域をどのように
持続的に発展させるかという
意味合いが強い

地域の力の見せどころ
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健康、一次産業、災害とかを始めとして



広島県：気候変動適応計画にあるキーワード 36

農業：収穫量推移と品種改良。水稲「恋の予感」「あきさかり」高温耐性米、レモン適地の拡大、
病害虫

自然生態系：猪、ニホンジカの繁殖モニター、外来種の侵入

自然災害・沿岸域：「みんなで減災」自主防災組織、河道拡幅、浚渫、防災情報、海面上昇、
土石流・がけ崩れ災害のハード・ソフト対策

健康：熱中症、普及啓発活動、デング熱

県民生活：都市部ヒートアイランド、熱ストレス・睡眠阻害、不快指数、クールビズ、クールシェア



37
高温で登熟しても玄米品質の劣化が少ない品種の奨励品種の採用

近年、温暖化の影響と考えられる玄米品質の低下が全国的に問題となっており、広島県では特に標高100ｍ以下
の地帯に栽培される「ヒノヒカリ」で顕在化しています。そこで、「ヒノヒカリ」に近い熟期で農家が栽培しや
すい特性を持つ、高温で登熟しても玄米品質の劣化が少ない「恋の予感」を奨励品種に採用しています。
https://adaptation-platform.nies.go.jp/db/measures/report_004.html



農業、森林・林業、水産業

出典：農林水産省「平成29年度地球温暖化影響調査レポート（平成30年10月）」http://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/report.htmlを元に気候変動適応センターにて作図。
高温耐性品種の割合は農林水産省「平成30年地球温暖化影響調査レポート（令和元年10月）」https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/#温暖化レポート から引用
岡山県農林水産総合センター農業研究所「温暖化に対応した水稲の品種選定と栽培技術の確立」 http://www.pref.okayama.jp/norin/nousou/noushi/ondanka/suitou.htm

38

高温耐性米の導入(全国)
多くの県で高温耐性品種の導入等が行われており、作付面積も増加傾向（ H30
年産主食用作付面積（全国）のうち高温耐性品種が占める割合は約9.1％ ）。

http://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/report.html
https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/#温暖化レポート


農業、森林・林業、水産業

出典：気候変動適応情報プラットフォーム(A-PLAT) 気候変動の観測・予測データ (https://adaptation-platform.nies.go.jp/map/estimate.html)

将来予測されるコメへの影響（広島県）

• 厳しい温暖化対策をとらなかった場合、品質を保つことを重視した時のコメの収穫量は、多くの
地域で減少がみられる

厳しい温暖化対策をとった場合 厳しい温暖化対策をとらなかった場合

21世紀末のコメ収量（品質重視）の将来予測
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広島県はレモンをはじめ、かんきつ類生産が多い 40

出典：食品データ館 https://urahyoji.com/foods47-34-hiroshima/

果樹生育や品質に、温度、降雨、暖冬など影響
レモン生産量

国産レモンの需要の高まり



41
ミカンの高温に対応できる品種・技術の開発（静岡）

A-PLAT
https://adaptation-platform.nies.go.jp/db/
measures/report_071.html

https://adaptation-platform.nies.go.jp/db/


温暖化の利用が進んだ例



広島の牡蠣への影響はあるのか？

43

• 高温によるへい死

• 採苗時期の早期化と時期の変動の増大

• 降雨による河川氾濫の影響

• 水質の悪化

• 海水酸性化の影響

オレゴン州の牡蠣



44環境省事業（海水温上昇等による瀬戸内海の水産生物や養殖への影響調査）
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オイスターぼんぼん

ー 陸で養殖される牡蠣もある

（JR西日本）

https://www.westjr.co.jp/press/article/items/17113
0_00_bonbon_2.pdf



海洋に境界がないので温暖化によって生態系が移動しやすい

食植生の魚類が北に移動中 沿岸の藻場が減少して生態系が変化している
＝＞漁業に大きな影響

⚫ 海苔の養殖
にも影響が
大きい

⚫ イセエビ、アワ
ビなどの漁獲
量が減少
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瀬戸内海の温度上昇に伴う藻類食魚の増加予測
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ワカメ、海苔の食害



神奈川県水産技術センター

植食動物を利用する新しい試み

魚の商品化 ムラサキウニの利用＝＞キャベツウニ

48



自然災害・沿岸域

• 総降雨量の大きい豪雨や数時間

続く高降雨強度の豪雨の発生

• 豪雨の頻度の増加に伴う、土砂

災害の激甚化

• 最近毎年の土砂災害はこれまでの

平均を常に超えている

既に現れている土砂災害への影響

49



自然災害・沿岸域

災害リスクを考慮した住まい方の工夫

• 施設整備等のハード対策から、住民への情報提供や情報伝達の訓練等のソフト対策まで、さまざ
まな対策が必要

• 床上浸水の頻度が高い地域など、災害リスクの高い地域を提示

⇒災害リスクの低い地域への居住や都市機能の誘導を促す

出典：国土交通省 国土交通省気候変動適応計画 (https://www.mlit.go.jp/common/001264212.pdf)
（図）国土交通省 国土交通省気候変動適応計画 参考資料（http://www.mlit.go.jp/common/001111531.pdf）
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従来の治水方策に加えて
〇流域全体を考えた治水
〇環境や土地利用を考慮
〇調整池、田んぼダムその他
〇タイムラインなどの活用



国土交通省



国土交通省



国土交通省



IPCC 第5次報告書
自然科学的根拠
技術要約

海面水位は少しずつ
上がってきている



広島の木材加工が盛ん。世界ではこんなところに木材の影響が、、、

55

ミシシッピ川の洪水が2018-2019に
増加したため、スワップアッシュというエレ
キギターの材料の木が取れなくなってい
る。フェンダーは、このエレキに歴史的使
用してきたこの材料を一般には使用し
ないと発表。（Scientific 
American より)

エレキギターに危機

気候変動による洪水で木材不足

「スワンプアッシュ」というトネリコ属の木が
良く使われているが、、、

(日本経済新聞）



日本の人工林に関する記述（気候変動影響報告書 環境省）
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気温が3℃上昇すると、蒸散量が増加し、降水量の少ない地域でスギ林の脆弱性が増加す
る可能性

3℃の気温上昇はアカマツ苗の成長を抑制させる

2050 年までに年平均 0.9℃上昇する場合には、九州地方のスギ人工林で純一次生産量
が低下するという研究事例がある。

一方、2100 年までに世界平均で 4.5℃気温が上昇する場合には、九州地方の広範囲でス
ギ人工林の純一次生産量が増加するという試算結果もある。

マツ材線虫病発生危険域、トドマツオオアブラムシによる被害、南根腐れ病菌の分布が拡大
する。また、ヤツバキクイムシの世代数増加によりトウヒ類の枯損被害が増加するとの研究事例、
スギカミキリの世代数増加を予測する研究事例がある。

高齢林化が進むスギ・ヒノキ人工林における風害の増加が懸念される。



自然林とニホンジカ関する記述（気候変動影響報告書）

57

◼ 気候変動に伴う自然林・二次林の分布適域の移動や拡大の現状について、各植生帯の南限・北
限付近における樹木の生活型別の現存量の変化が確認されている。北海道の天然生針広混交
林における針葉樹の成長量の経年的な減少傾向、及び広葉樹の成長量の増加傾向がある。

◼ 気温上昇の影響によって、過去から現在にかけて落葉広葉樹が常緑広葉樹に置き換わった可能
性が高いと考えられている箇所が国内複数地域において確認されている。

◼ 樹木の肥大成長について、早材成長の急速化が報告されている樹種がある。

◼ 北海道の春植物においては、春の雪解けが早い年には花粉媒介昆虫の発生日よりも開花期が早
まることで、送粉者とのミスマッチ（フェノロジカルミスマッチ）が発生し、結実率が低下する傾向が確
認されている。

◼ 日本全国でニホンジカやイノシシの分布を経年比較した調査において、分布が拡大。積雪深の低
下に伴い、越冬地が高標高に拡大した。ニホンジカの生息適地が 1978 年から 2003 年の 25 
年間で約 1.7 倍に増加し、既に国土の47.9％に及ぶという推定結果が得られている。

◼ ニホンジカの増加は狩猟による捕獲圧低下、土地利用の変化、積雪深の減少など、複合的な要
因が指摘されている。ニホンジカの分布拡大に伴う植生への食害・剥皮被害、ヤマビルの分布拡大
等の影響が報告されている。



• 気候変動影響によって自らの事業が途絶えることのないように、サプライチェーンの多重化や洪水

時の浸水対策など、業務を円滑化させるためのリスクマネジメントの取組

企業の気候変動適応とは

気候変動の影響は事業活動に大きな影響を及ぼしうるため、事業の特性に即した気候変動適応に
努める必要がある

出典：環境省 気候変動適応法逐条解説 (http://www.env.go.jp/earth/tikujyokaisetu.pdf)

①「リスク」の管理

②気候変動影響を「機会(ビジネスチャンス)」と捉えたビジネスへの展開

• 防災・減災に資する技術開発、製品・サービスの販売や高温耐性品種の開発や販売など、事
業分野に応じた適応ビジネスの実施

※①「リスク」の管理は、事業者が努力すべき内容として位置づけられているものの、
②の適応ビジネスについては、全ての事業者が努力すべきものではなく、関心のある事業者が事業戦略として実施するものであることから努力義務と
して規定はしていない
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各種の事業への想定される影響例
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ジャガイモの被害（北海道）
＜8月~10月収穫＞

2016年9月台風が北海道へ

ジャガイモの不足、高騰
北海道工場の被害

2017年
ポテトチップスの販売中止
カルビー、湖池屋

カルビー広島西工場
ポテトチップス
瀬戸内限定レモン味も含まれる

外国から輸入すればいいというわけではない：
原材料が海外に依存したものの例としての小麦

香川県の8割程度は、オーストラリア産小麦が使われている場合の干ばつのリスク
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愛知県「くればぁ社」の発表資料より

車の浸水被害どうする？



事業活動における気候変動影響

• 気候変動は、従業員の労働環境の変化や原材料の収量・品質の低下、設備の維持管理にかか
るコスト増、市場ニーズの変化などの形で、企業の事業活動に様々な影響をもたらす

出典：環境省 民間企業の気候変動適応ガイド－気候リスクに備え、勝ち残るために－（https://www.env.go.jp/press/files/jp/111338.pdf）
（表）上記資料を基に国立環境研究所が作成

事業活動における気候変動影響の例

経営資源及び
事業活動

気候変動影響の例

建物・設備
・異常気象、気象災害による施設の損傷頻度や修復費用の増加
・海面上昇や高潮等による移転の必要性の増加

従業員等
・熱中症や感染症による健康リスクの増加や、熱中症防止対策に伴うコストの増加
・気象災害による従業員の被災や通勤の阻害

製造・活動
・気象災害等による製造施設の損傷や事業活動の中断
・気候条件変化（降水量、気温、湿度等）による製品品質、水利用への影響

供給・物流
・サプライヤーの被災などサプライチェーン断絶による事業活動の中断
・原材料の収量や品質の低下、原材料等のコスト増

市場・顧客
・顧客ニーズや消費者動向の変化（例：高温耐性へのニーズ等）
・取引や融資の条件の変化（例：気象災害の増加に関わらず安定供給が求められる）
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気候リスクへの適応の事例

• 自社の事業活動における影響を分析し、それぞれの特性に応じた取組を進めることで、経済的かつ効果的
に気候変動適応を進めることが可能

出典：環境省 民間企業の気候変動適応ガイド－気候リスクに備え、勝ち残るために－（https://www.env.go.jp/press/files/jp/111338.pdf）
（表）上記資料を基に国立環境研究所が作成

業 種 適 応 例

金融
• 新店舗の立地選定では洪水等の自然災害リスクを考慮
• 自然災害時に従業員の安全確保とサービスが継続できるよう、支店ごとにBCPを策定

エネルギー
• 暖冬の増加により、冬季の暖房等のエネルギー需要が減少する可能性があるため、事業分野の多角化により気
候変動リスクを軽減

不動産業 • 将来的な猛暑などによる空調使用と使用電力量の増加に備え、高効率な空調機器の導入

運輸・運送 • 高潮や海面上昇、洪水等のリスクを評価し、必要に応じて倉庫などの拠点を高台へ移転

食品製造・販売 • 農家と連携した新しい品種や南国の作物の導入可能性についての研究開発

製造業 • 想定されるリスクを事前に把握し、円滑な初期対応を講じるためにサプライチェーンを含むBCPの構築

建設
• 建設中の施設の損傷や工事遅延リスクが高まっているため、工期を雨が少ない時期に実施するなど、施工計画
の配慮

業種別の適応策の事例
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考えるべき問題としての影響の連鎖(インパクトチェーン）

• 7分野と分類したけれど、それぞれに影響が連鎖する問題

降雨強度増大
(台風を含む）

洪水、高潮

住民避難、孤立
住宅の浸水被害
道路や低い場所の冠水
駐車場や車の冠水

農業、漁業への被害
災害分野 がけ崩れ、林業影響

停電 熱中症

衛生的問題、病気

下水の河川への越流

海洋汚染

工場の停止、施設、機器への被害
汚染物の流出

増水による河床の変化と
生態系の変化

気温の上昇
海水温上昇

漁業への影響

輸送インフラの停止

淡水魚、干潟生態系

サプライチェーンの停止

商業施設、水道施設の被害

食の不安定
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2021年８月20日現在で96自治体(43都道府県、1７政令市、36市区)
が地域気候変動適応計画を策定※気候変動適応情報プラットフォーム調べ

地域気候変動適応計画
• 気候変動の影響は地域により異なるため、地域の実
情に応じた適応の取組をすることが重要

• 地域の実情に応じた適応の取組を実施するため、地
域気候変動適応計画を策定

東北地域

宮城県 仙台市

山形県 鶴岡市

福島県 福島市

郡山市

関東地域

茨城県 ひたちなか市

土浦市

栃木県 宇都宮市

日光市

大田原市

那須塩原市

埼玉県 さいたま市

熊谷市

草加市

越谷市

戸田市

三郷市

千葉県 柏市

木更津市

船橋市

東京都 練馬区

葛飾区

八王子市

武蔵野市

神奈川県 横浜市

川崎市

相模原市

横須賀市

茅ヶ崎市

新潟県 新潟市

静岡県 静岡市

浜松市

島田市

北海道地域

北海道 札幌市

中部地域

富山県 富山市

石川県 加賀市

愛知県 名古屋市

春日井市

一宮市

豊川市

近畿地域

京都府 京都市

大阪府 大阪市

堺市

岸和田市

高槻市

兵庫県 神戸市

尼崎市

中国四国地域

広島県 広島市

福山市

山口県 下関市

九州・沖縄地域

福岡県 北九州市

福岡市

佐賀県 佐賀市

大分県 大分市

適応法に基づく地域適応計画の策定状況（令和３年８月現在）
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適応法に基づく地域気候変動適応センター設置状況

2021年7月20日現在、43センター※（1道2府31県 3政令市 7市区）で適応センターを確保
その他、多くの都道府県で設置に向けて検討中

地域気候変動適応センターとは
• 地域における気候変動影響や適応に関する情報収集、整理、分析、提供等を行う拠
点

• 国立環境研究所と協力しながら、地域における情報の中核となることが期待される

地方環境研究所

地方公共団体(庁内組織等)単独

大学等研究機関

民間の機関

地方公共団体(庁内組織等)＋研究機関等

※センター数は、複数の地方公共団体が共同で設置した場合は１件とカウントしているため、自治体数の合計とは一致しません。



気候変動影響は地域によって様々。地域事情により取り得る適応策も変わる。影響に適切に対処するために
は、地域による以下のような主体的な取組が期待される。

地域に期待される役割

1.地域気候変動適応計画の策定→地域の実情を踏まえた計画を作る

◼ 地域ごとに地理・気候・文化・社会経済などの状況は様々。それによって、気候変動影響や取

り得る適応策は変わってくる。

◼ 気候変動は「ナマモノ」。対応策がどれだけ変わるかで影響の出方が変わる。予測の確度など

科学的知見も時間とともに進化していく。

2.地域気候変動適応センターの設立→取組促進のため情報拠点を作る

⚫ 地域における気候変動影響に関する情報や研究等の取組みの整理

⚫ 地域資源を活用した適応に係る取組情報の収集・支援

3.行政、大学・研究機関、地場産業・地元企業の協働による地域特性に応じた適応策の実施

→関係者が一丸となって対策・取組を進める

◆関連施策の整理、関連部局の連携

4.普及啓発→いろいろな関係者にわかりやすく情報発信

 地域で鍵になる人たちに必要な情報を伝える
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まとめ

➢温室効果ガスの排出増加に伴う気候変動に対し、「適応」と 「緩和」の双方が不
可欠

➢そのような状況下「気候変動適応法」が2018年12月に施行

➢地域レベルで適応計画の策定や適応策の実施が進められてきている。これらは、
地域の状況に応じて実施され、最新の知見を踏まえ常に見直す事が求められる。

➢民間企業においても、事業継続性を高め、強靭な経営基盤を築く上で、気候変

動適応への重要性が高まりつつある。

➢国立環境研究所は、気候変動影響・適応に関する研究情報基盤の中核として
①情報の収集・整理・分析・提供
②地方公共団体や地域適応センターへの技術的助言等を通じ、気候変動適応に関する取組に貢献を目指しております。

➢ 気候変動適応情報プラットフォーム「A-PLAT」
https://adaptation-platform.nies.go.jp/index.html
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